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このたび当院では、下記の患者さんの診療情報を用いて研究を行います。本研究は、当院の臨

床研究倫理審査委員会の承認ならびに院長の許可のもと、倫理指針および法令を遵守して実

施します。研究のために新たな検査・治療・来院をお願いすることはなく、患者さんへの新たな

身体的・経済的負担はありません。 

本研究への協力を希望されない場合は、下記の問い合わせ先までお申し出ください。研究への

協力を断っても、今後の診療で不利益を受けることはありません。 

 

対象となる方 

2025 年 4 月 1 日から 2026 年 8 月 31 日までの間に、他の医療機関または当院の他

診療科から東京都済生会中央病院リウマチ・膠原病内科へ新規に紹介され、リウマチ性疾

患の診断・鑑別を目的として当科で診察・評価を受けた方。既に確定しているリウマチ性疾

患の継続加療・転医のみを目的とした紹介、当科を実際に受診していない場合、診療を伴

わない連絡・手紙等のみの場合は対象としません。 

1. 試料・情報の利用目的及び利用方法 

紹介理由、症状、検査所見、最終診断、当科での治療や経過観察の必要性などを後ろ向き

に調べ、どのような患者さんが炎症性リウマチ性疾患と診断されやすいかを明らかにしま

す。結果は、院内他科や地域の医療機関との連携を改善し、専門診療を必要とする患者さ

んが適切な時期に当科へ紹介される体制づくりに役立てることを目的とします。研究結果

は統計的に解析し、日本リウマチ学会等の学術集会や学術論文で公表することがあります

が、個人が特定される形で公表することはありません。 

2. 研究で使用する試料・情報の項目 



 

年齢、性別、紹介日、紹介元、紹介理由、紹介時の疑い病名、症状（関節痛、関節腫脹、朝の

こわばり、発熱、皮疹、Raynaud 現象、乾燥症状、筋力低下等）、血液・尿検査結果（血算、

Alb、Cr/eGFR、AST/ALT、LDH、CK、IgG、フェリチン、ESR、ANA、RF、ACPA、

ANCA、抗SSA抗体、抗dsDNA抗体、補体等）、通常診療で行われた画像検査・生検の情

報、最終診断、診断日、治療内容、当科での継続診療の必要性、最終的な診療先等を利用し

ます。氏名・患者番号は対象患者さんの確認と診療録との照合のためにのみ使用し、解析

用データには保存しません。 

3. 試料・情報の利用を開始する予定日 

情報の利用開始予定日：当院院長による研究実施許可日 

研究期間：当院院長による研究実施許可日から 2028年3月31日まで 

4. 試料・情報の提供を行う医療機関の名称及びその長の氏名 

本研究の試料・情報を他の研究機関へ提供しません。 

5. 利用する試料・情報の取得の方法 

通常診療のために既に作成・保有されている紹介状、電子カルテ、検査記録等の情報を使

用します。本研究のために新たな試料採取、検査、受診は行いません。 

6. 本研究の責任者名及び所属医療機関名 

東京都済生会中央病院 リウマチ・膠原病内科 児島希典 

7. 試料・情報の利用する者の範囲 

東京都済生会中央病院 リウマチ・膠原病内科 研究責任者 児島希典のみが利用します。

研究分担者および共同研究機関はありません。 

8. 海外へ試料・情報を提供する場合 

この研究では外国へ試料・情報を提供しません。 

9. 試料・情報の管理について責任を有する者の氏名又は名称 

東京都済生会中央病院 リウマチ・膠原病内科 児島希典 

対象患者さんには研究用 IDを付け、氏名や住所等の個人を直接特定できる情報を解析用

データから除きます。研究用 ID と患者さんを結びつける対応表は解析用データと分けて



 

当院内で厳重に管理し、研究責任者のみがアクセスします。 

10. 試料・情報の利用停止を希望する場合 

ご自身の診療情報を本研究に使用することを望まれない場合は、問い合わせ先までご連

絡ください。研究データから除外します。研究への協力を拒否しても診療上の不利益はあ

りません。ただし、既に個人が特定できない形で解析・公表された結果については、後から

取り除くことができない場合があります。 

11. 問い合わせ先 

東京都済生会中央病院 

リウマチ・膠原病内科 児島希典 

TEL：03-3451-8211（代表） 

 


